
令和６年度 指定管理者モニタリングレポート 

（指定管理者の管理運営業務評価結果） 

施設名 八尾市営住宅等 

所在地 八尾市緑ヶ丘一丁目 117 番地の 8 ほか 

所管課 建築部住宅管理課 

 

指定管理者 名 称  株式会社東急コミュニティー 

代表者  代表取締役 木村 昌平 

住 所  東京都世田谷区用賀四丁目 10 番 1 号 

指定期間 令和 2 年 4 月 1 日 ～ 令和 7 年 3 月 31 日（5 年間） 

 

１．利用者の平等利用の確保及びサービスの向上 

○利用者の平等な利用の確保及びサービスの向上が図られたか 評価結果 

事業計画書に記載された事業について、概ね実施されている。 

入居者等に対する通知、案内は適切かつわかりやすく行われ、入居者等の意見・要望を可能

な範囲で反映させ、サービス向上に努めた。修理・修繕の対応について、入居者等の理解・協

力を得られるよう、丁寧な説明を心掛けている。 

 

【利用者アンケート（利用者の満足度等）】  

①調査の概要（調査対象、調査時期、調査方法、回答状況） 

  ・調査対象  八尾市営住宅入居者 

  ・調査時期  令和 6 年 7 月 21 日～令和 6 年 8 月 19 日 

  ・調査方法  アンケート書類を入居者宅に投函し、返信用封筒で回答を得る。 

  ・回答状況  1,274 戸に投函し、471 戸から回答あり。（回収率 37.0%） 

 ②アンケート結果の概要（利用者の満足度等） 

指定管理者による管理となっての総合的な感想は、「満足」、「やや満足」、「普通」を合わせ

て 90.2%であった。電話・窓口・訪問時の対応については 92.0%と高い評価を得た。 

 

A 

 

２．公の施設の効用発揮 

○公の施設の効用を最大限に発揮されたか 評価結果 

 公募可能な空家の多くを募集につなげることができている。また、収納対策として、口座振

替の利用促進、納付勧奨、市との休日訪問徴収等に取り組んでいる。 

地域や関係機関と連携をとりつつ、地域コミュニティの醸成に努めている。 

  

A 

 

３．適切な維持管理及び管理経費の縮減 

○公の施設の適切な維持及び管理が図られるとともに、その管理に係る経費の縮

減が図られたか 

評価結果 

 

緊急事態発生時に備え、マニュアルの整備・周知、訓練が行われているとともに、警備や見

回りも取り組まれている。 

建物や設備等の点検、保守は仕様書の再確認を促し、修繕等は指定管理者の責任区分の範囲

内で適切に行うよう指導した。 

その他、物品の再利用や購入時の相見積等、管理経費縮減の取り組みの強化を求めた。 

 

B 

 
 



４．団体の人員、資産その他の経営規模及び能力 

○公の施設の管理を安定して行う人員、資産その他の経営の規模及び能力を有し

ているか 

評価結果 

 

指定管理料等の範囲内で運営が行われ、団体の経営状況にも問題はない。 

執務スペースが住宅管理課執務室内にあることを活かし、市への連絡、報告及び情報共有が

適時、円滑に行えた。また、夜間・休日等の緊急修繕等の業務執行体制も適切であった。 

その他、人権研修等にも積極的に参加し、職員の能力向上等に取り組んでいる。 

 

S 

 

５．その他施設の性質または目的に応じた基準 

○その他市長が公の施設の性質又は目的に応じて別に定める基準を満たしたか 評価結果 

施設の設置目的及び関連法令を把握し、それに沿った管理運営を行っている。 

市営住宅管理人や地域の団体等と情報・意見交換を行い、できる限り施設の管理運営に反映

させるよう努め、入居者間トラブルや入居者からの相談に対しても、必要に応じて関係機関と

連携をとりつつ、適切に対応している。 

また、グリーン調達、公共交通機関・低公害車の利用等、環境に配慮した積極的な取り組み

を行っている。 

 

B 

 

 

【総合評価】 

 評価の視点 得点率（評価）(ａ) 評価配点(ｂ) 評価点(ａ×ｂ) 

１ 利用者の平等利用の確保及びサービスの向上 80.0％（A） 20.8 16.7 

２ 公の施設の効用発揮 85.7％（A） 25 21.4 

３ 適切な維持管理及び管理経費の縮減 73.0％（B） 25 18.3 

４ 団体の人員、資産その他の経営規模及び能力 96.2％（S） 16.7 16 

５ その他施設の性質または目的に応じた基準 69.6％（B） 12.5 8.7 

合計 100 81.1 

 
 

総合評価 A 
 

※得点率・評価配点・評価点については、原則として、小数点第２位を四捨五入

しているため、端数の関係上、評価配点の合計及び評価点の算定結果等が表上の

計算と整合しない場合がある。 



 
【モニタリング内容の総括】  

条例・規則・協定書等を遵守のうえ、仕様書の内容に則り業務を実施し、本市との連絡調整も適時、円滑に

行われている。 

事業について、24 時間 365 日の対応体制のもと、建物や設備の修繕等が適切に行われ、市営住宅における入

居者の安全、安心な生活環境づくりに寄与した。また、入居者等の意見・要望等を把握しサービス向上に努め、

地域や関係機関とも積極的に連携をとりつつ、地域コミュニティの醸成に取り組んでいる。 

その他、収支状況に問題はなく、コンプライアンス、管理経費縮減、環境配慮に関し積極的に取り組む姿勢

が見られた。 

これらの取り組み等により、総じて、適切な管理運営が行われていた。 

 

 
 
＜参考＞ 

■ 評価基準表（得点率で判断） 

Ｓ（90％以上） 業務推進に必要とする水準を満たすだけでなく、より高い水準での施設の管

理運営が行われ、積極的な創意工夫や改善活動を主体的に行っている 

Ａ（80％以上 90％未満） 業務推進に必要とする水準を満たしていると判断できる 

Ｂ（60％以上 80％未満） 業務推進に必要とする水準を十分に満たしていないと思われる 

Ｃ（60％未満） 業務推進が不十分で、今後支障をきたす可能性があり、改善の検討が必要と

思われる 

■「総合評価」の評価基準 

評価の視点ごとの得点率及び評価配点をもとに評価点を算出し、上記の評価基準表により評価を行う。 

ただし、総合評価がＳまたはＡとなるためには、評価基準表に定める得点率の基準（Ｓ：90％以上、Ａ：80％

以上）を満たした上で、以下の要件も満たす必要がある。 

 

 

 

 

総合評価がＳとなる要件 

５つの評価の視点の評価において、Ｓが３つ以上であること。 

総合評価がＡとなる要件 

 ５つの評価の視点の評価において、ＳまたはＡが３つ以上であり、かつ、Ｃがないこと。 


